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文献
1　はじめに
デンマークの特徴は，福祉国家を維持している予防原則に基づいて，環境
政策を推進していることである。再生可能エネルギーへのエネルギー・シフ
トは，着実に成果を挙げている1）。
廃棄物問題についても，生ごみや家畜の糞尿などを原料とするバイオマス・
エネルギーの導入に取り組んでいる。特に長距離輸送に向かない麦藁や家畜
の糞尿は，小型分散型 CHP 施設の普及とともに，エネルギーの高効率化を
実現している2）。
コペンハーゲンの西部地域に位置するアルバーツルン市は，廃棄物問題の
改善を目指している環境自治体である。しかし，廃棄物問題を解決した自治
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体がないことからも，これは難しい課題である。
本報告は，2009 年 3 月 24 日に，アルバーツルン市の廃棄物処理に関する
運営管理官であるイエンス・オーエ・イェンセン（Jens Aage Jensen）氏，
ならびに，廃棄物担当官のペア・フィッシャー（Per Fischer）氏から，同市
の廃棄物行政について詳細なご説明をいただいた。また，両氏の他にヒュレ
スピイェレット集合住宅のごみと資源の管理責任者を務めるミカエル・カッ
ソウ（Michael Kassow）氏を含めて現地調査をおこなった内容をまとめたも
のである。
2　アルバーツルン市
アルバーツルン市は，昔から田園地帯が広がっていた地域であるが，特に
監獄が置かれていたことで知られている。今でも随所に昔の田園地帯を思わ
せる景観を保全している。
コペンハーゲン市は 1947 年に，増加した人口を西部地域に移動させるプ
ランを策定している。これは「5 本の指プラン」（図 1）と呼ばれており3），
このプランの中に現在のアルバーツルン市が含まれている。同市は，コペン
ハーゲン市の中心部から 15km ほどの距離に位置している。
1960 年代に入ると，中庭のある集合住宅と呼ばれる白いコンクリート造
りの住宅団地が開発され，そこには給湯パイプを整備した地域熱供給システ
図 1 　５本の指プラン
出典：イエンス・オーエ・イェンセン氏のプレゼン
テーション資料
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ムが導入されている。
現在の人口は 27，500 人であり，一戸建て住宅は 2，500 世帯を数えている。
集合住宅には，中庭のある集合住宅，テラス式集合住宅，そして，マンショ
ン式集合住宅の 3 種類の住宅形態がある。
同市は，2008 年にＥＭＡＳ標準の承認を受けるなど，環境都市へ向けた
取り組みを推進している。
3　廃棄物収集システム
リサイクル・ステーションへ搬入する小型可燃ごみは，黒色で不透明のご
み袋を使用していたが，2009 年 2 月 1 日からは透明のごみ袋を使用している。
1980 年代後半から，ごみの分別が徐々に進んできている。アルバーツル
ン市のごみ分別モデルは，ごみが発生する場所に近い所，すなわち，家庭で
分別することを基本としている。
写真 1　一戸建て住宅の脇に設置している分別用戸棚セット。（アルバーツルン市：
2009 年３月）
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市から供給されるごみの分別用戸棚セット（写真 1・写真 2）は，家の直
ぐ脇に置いている。大きな茶色の紙袋は日常の家庭ごみ用である。緑色また
は黒色のプラスチック製小型コンテナは，紙用とガラス用が各 1 個ずつであ
るが，必要に応じて小型コンテナの数を増やすことができる。その際は，市
へ申し出ることになる。分別用戸棚セットには，大きな紙袋が一つと小型コ
ンテナが最大で 4 個入るスペースを確保している。
一戸建て住宅から収集するごみの種類は，紙袋に入れた家庭ごみ，紙類，
ガラス類，金属類，庭の植栽ごみ，粗大ごみ，有害ごみ，他である。各家庭
から様々なごみや資源を回収している。
環境情報の一つであるごみの収集スケジュールを掲載しているごみカレン
ダーは4），毎年，各世帯へ配布している。一戸建て住宅と集合住宅では，収
集システムが異なるため，2 種類のごみカレンダーを作成している。
市民に環境情報を伝える方法は，自治体によって異なる。アルバーツルン
写真2　テラス式集合住宅の前に
設置している分別用戸棚セット。
右側に紙類とガラス類の小型コン
テ ナ が 各 ２箱見えている。左側
は家庭ごみを入れる茶色い紙袋
が入っている。新しいテラス式
集合住宅は景観に配慮して、分
別用戸棚セットを木造の小屋で
囲っている。（アルバーツルン市：
２００９年３月）
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市は，各世帯へ配布する他，インターネットでも提供しているが，インター
ネットだけの自治体もある。アルバーツルン市は地方新聞にページを確保し
ており，そこにも環境情報を掲載している。
1 週間にごみ袋が 1 袋で足りない人は，自分でごみ袋を購入しなければな
らない。このシステムは，市民に分別を徹底することによって，ごみを削減
しようとする経済的インセンティブを与えている。
一戸建て住宅では，全てのごみを回収しているため，ごみの種類が多くな
り，ごみカレンダーが複雑になっている。ごみカレンダーは色の違いによっ
て，毎週，偶数の週，奇数の週に回収するものがあり，また，ダンボールと
金属は，週に番号が付いており，その週だけ回収している。
ごみを分別するハンドブックには，できるだけ写真を使用して分かりやす
い配慮をしている5）。有害ごみ用のリーフレット6），バッテリー用のリーフ
レット7），ガラス類のリーフレット8）を作成して各家庭に配布している。
団地のボランティア住民組織が運営し，市が回収をおこなうリサイクル広
場は，市内に 27 箇所設置している。リサイクル広場に置かれたコンテナは，
紙類，ダンボール，混合家庭ごみ，ガラス類などに分別している。リサイク
ル広場は，分別用の大型コンテナを設置しているが，分別しないで入れる人
や，コンテナに入らない物を周囲に放置していく人もいる。
リサイクルできる資源は，リサイクル企業へ売却している。市はリサイク
ル企業が，契約に基づいてリサイクルしているかどうかを確認するため，現
地調査を実施するなど，厳格に対処している。
建設工事を始める時は，アルバーツルン市に対して，工事開始の 2 週間前
までに，工事現場から排出するごみの種類と予測するごみの発生量を，登録
しなければならない。同時に，ごみを搬送する企業とリサイクルを委託する
企業を明確にしなければならない。
3-1　一戸建て住宅
各家庭から出たごみを保管する市内で最も小さい規模のリサイクル広場
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（写真 3）は，一戸建て住宅が 26 世帯の地域である。市は各家庭からごみを
回収して，リサイクル広場へ搬入する（写真 4）。
写真 4　一戸建て住宅のリサイクル広場。廃バッテリーの回収コンテナ（正面），ガラ
ス瓶の回収コンテナ（左側）が見える。分別状況を説明するペア・フィッシャー氏。（ア
ルバーツルン市：2009 年 3 月）
写真 3　アルバーツルン市で最も小さいリサイクル広場。（アルバーツルン市：2009 年
3 月）
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3-2　集合住宅
団地の中庭などに設置する大型コンテナは，容積が 660 リットルでキャス
ターが付いている。金属とガラス類，場所によっては，ダンボールも回収し
ている。
市が環境情報を伝えても，分別を間違えるケースが多い。全てのコンテナ
を空にしておくと，最初に来た人はごみの種類に関係なく，入り口に最も近
いコンテナに入れるケースが多い。したがって，次に来た人もコンテナを見
て，間違った分別を繰り返すことになる。
集合住宅のリサイクル広場は，居住者のボランティアが管理している。市
はリサイクル広場に集めたごみや資源を回収するだけである。
（1）ヘアステッドルン集合住宅
ヘアステッドルン（Herstedlund）集合住宅には，テラス式集合住宅とマ
ンション式集合住宅の 2 種類の住宅形態がある。
テラス式集合住宅は，一戸建て住宅と同様にごみの分別用戸棚セット（写
真 2）を設置している。それぞれの住宅から回収するごみは，袋に入った家
庭ごみと，紙類とガラス類である。
写真 5　マンション式集合住宅で共同して使用するごみ置き場。ダンボールが溢れ（左
側），金属製の粗大ごみが放置されている（右側）。（アルバーツルン市：2009 年 3 月）
—  122  —
デンマーク・アルバーツルン市の廃棄物行政（長谷川）
マンション式集合住宅は，棟ごとに共同で使用するごみ置き場（写真 5）
を設置している。その他のごみは，リサイクル広場に大型コンテナを設置し
ているので，そこへ持って行く。市はリサイクル広場から回収している。
新築されたばかりのヘアステッドルン集合住宅は，最近 1 年から 2 年の間
に住み始めた所である。住宅の販売価格は 250 万 DKK 前後で，まだ完売し
ていない。
ここの集合住宅は新しいため，引っ越してきたばかりの居住者が多く，ご
みの分別に慣れていない人たちが多い。居住者が粗大ごみをごみ置き場に放
置しないように張り紙をしているが，一部の居住者は 100 ｍ離れているリサ
イクル広場へ粗大ごみを持って行かないで，ごみ置き場に放置している（写
真 5）。
（2）ヒュレスピイェレット集合住宅
ヒュレスピイェレット（Hyldespjældet）集合住宅は公団団地であり，全
て賃貸住宅である。世帯数は約 400 世帯である。
ここの集合住宅から排出するごみや資源は，居住者の一人であるミカエル・
カッソウ氏が管理責任者として取り組んでいる。
各家庭とリサイクル広場の中間に位置するごみ置き場は，団地内に 35 箇
所設置している。ミカエル・カッソウ氏には，3名から4名の不特定ボランティ
アがいて，家庭から出た資源（写真 6）をごみ置き場へ回収し，さらに，ご
み置き場からリサイクル広場へ運んで来る。家具などは非常に重いので，作
業姿勢に十分注意しなければならない。
居住者がリサイクル広場へごみや資源を直接搬入する時間帯は，火曜日の
5 時から 6 時までと日曜日の 1 時から 4 時までの時間帯となっている。ボラ
ンティア・スタッフは，ごみを搬入してきた居住者に対して，どのコンテナ
に入れるかを丁重に伝えている。
ヒュレスピイェレット集合住宅のリサイクル広場では，様々な種類のごみ
や資源を回収している（写真 7）。自転車も回収しているので，自転車に趣
味のある人は，廃棄された自転車から部品を持って帰ることができる。居住
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写真 6　テラス式集合住宅の分別用戸棚セット。ガラス瓶の小型コンテナを取り出し
ているミカエル・カッソウ氏。左側にコンポスターが見える。（アルバーツルン市：
2009 年 3 月）
写真 7　ヒュレスピイェレット集合住宅のリサイクル広場で説明するミカエル・カッ
ソウ氏。様々なごみや資源を回収している。（アルバーツルン市：2009 年 3 月）
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者が必要なくなった物でも，それを使いたい人は持ち帰ることができるよう
にしている。しかし，2 週間から 3 週間を経ても，誰も持ち帰らない時は処
分している。
庭で土を掘り起こした人は，必要のない土や砂利を捨てる所がある。同様
にタイルや植栽ごみを捨てる所がある。庭の植栽ごみは，コンポストにして
いる。コンポストの置き場は常時開いており，居住者はコンポストを自由に
使うことがでる。
アルミ缶，電気コード，ダンボールなどの資源は，リサイクル企業に売却
することによって収入を得ているが，その収入はボランティア・スタッフの
作業衣の購入などに使われている。
リサイクル広場からごみや資源が出て行く時に，初めてアルバーツルン市
の仕事になる。
団地の居住者自身が，団地単位でごみを回収することは，アルバーツルン
市の中でヒュレスピイェレット集合住宅が最初の事例である。そのために，
多くの賞を受賞している。
ミカエル・カッソウ氏とボランティアの人たちは，リサイクルだけでなく
省エネルギーなど，様々な環境問題についてイニシアチブをとっている。例
えば，緑地帯を整備する，鶏を飼育する，子供の遊び場を造る，などのユニー
クな取り組みをおこなっている。
団地内の一棟を，外壁の断熱材を厚くし，太陽熱や風力を利用するなどし
て，外部からエネルギーを取り入れなくても，生活できるプロジェクトに取
り組んでいる。このプロジェクトは 2009 年 11 月に本格的に稼動する予定で
ある。
他の国ではよく見かける屋上緑化をしている建物もある。このようなバイ
キングハウスは，デンマーク国内でほとんど見かけない。植物が断熱の役割
を果たし，季節によって色が変化していく。団地内では植物を建物の外壁に
這わせて，断熱効果のテストを実施している。雨水は溜めておいて，植栽の
水やりに利用している。
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ボランティア・スタッフは，団地内に樹木が何本あるかを把握しているの
で，樹木を伐採した場合は，新たに植樹しなければならないことも分かって
いる。
遊び場は団地内に 7 箇所ある。子供たちが遊ぶ滑り台やブランコの下には，
クッション材として樹皮を敷き詰めている。団地内の樹木を伐採して，それ
を処理したものである。油分を非常に多く含んでいるので，腐敗しにくい特
徴がある。樹皮は時間の経過とともに壊れるため，随時補充するとともに，
5 年毎に入れ替えている。
無料広告や無料新聞を必要としない人は，ドアポストの上にそれぞれの
シールを貼っている（写真 8）。広告は 1 週間に 1kg から 2kg の量になるため，
資源の無駄使いを防ぐ試みである。
写真 8　ヒュレスピイェレット集合住宅のドア・ポストの上に無料広告 ( 右側）と無
料新聞（左側）を入れないように書いたシールが貼ってある。（アルバーツルン市：
2009 年 3 月）
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4　リサイクル・ステーション
アルバーツルン市は，市が運営しているリサイクル・ステーション「ア
ルバーツルン・ゲンブルッグススタション（Albertslunds Genbrugsstation）」
が一箇所ある。
有機物の処理は，その解決方法が完全に確立していない現状にあり，取り
組みを始めたばかりの自治体もあるし，採算が取れない自治体もある。有機
物の処理を導入しなければならないという，政府の指令がないため，個々の
自治体で，導入する意思があるかないかで決まる。税金でまかなわなければ
ならないため，自治体が地方税を増税する意思があれば，有機物を処理する
取り組みが可能になる。
アルバーツルン市はコンポスターを無料で配布しており，生ごみを混合し
たごみの回収量が減少している。コンポスターに野菜などは入れて良いが，
肉などを入れると臭いや虫が発生する9）。コンポスターには，ミミズを活用
している。ペア・フィッシャー氏は自宅でコンポスターを使用しており，普
通のミミズとコンポスト用の短くて赤いミミズの 2 種類のミミズを活用して
いる。コンポスト用の赤いミミズは購入したものである。
デンマーク人は国民背番号が付いているので，そのカードを持っている。
人々が資源をリサイクル・ステーションへ搬入する時は，そのカードを入り
口のゲートで読み取らせている。アルバーツルン市に住んでいる人以外は，
来てはいけないという意味ではなく，どの地域から来ているのか，一戸建て
住宅なのか，集合住宅なのかを把握するためである。
企業は 5 年ほど前から，リサイクル・ステーションを使えるようになった。
市は企業が独自に処理するよりは，リサイクル・ステーションへ搬入した方
が，良い結果を招くと判断している。
リサイクル・ステーションへ乗り入れる自動車の最大重量には規制がある。
トレーラーを牽引している場合は，それも含めて 3,500 ｋｇまでに規制して
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いる。
土や粘土は再使用している。コンクリートは，崩して道路の舗装材などに
利用している。
「環境にやさしい日」には，コンポストを無料で提供している。自分で持っ
てきた植栽ごみは，再び持って帰ることをコンポストでアピールしている。
腐食防止処理が施してある木材は，どのように処理するか結論が出ていな
い。
鉄やアルミはリサイクル企業に売却することで利益を得ている。金属関係
の販売価格は，非常に価格が高い時と，非常に安い時がある。リサイクル・
ステーションはノン・プロフィットでなければならないため，販売価格が 2
倍にも 3 倍にも変動する金属類の売却益を計算するのに苦慮している。
プラスチックは 02 や 04 の材質表示がしてあり，それを市民が読んで分別
する。そのための環境教育が大変である。
アルバーツルン市は 2009 年 2 月 1 日より，透明のごみ袋を使うようにし
ている。導入して間もないため，透明のごみ袋を無料で提供しているが，定
着するまでに時間がかかる。現在は厳しく注意をしないでいるが，時期が来
たら不透明の袋で来る人を追い返えす計画である。
ごみ袋の中が見えることにより，様々なメリットがある。例えば，作業員
の手が傷ついたりしないように予防でき，衛生にも良く，分別が良くなるこ
とで資源再利用を促進し，市民の負担金も減る。これらのメリットを市民に
伝え，透明のごみ袋に関するキャンペーン・カードを渡して，協力を求めて
いる。キャンペーン・カードは移民の人たちに配慮して，デンマーク語以外
に，ドイツ語，ポーランド語，ロシア語，トルコ語の計 5 ヶ国語のカードを
用意している。
有害ごみのセクションには，必ず専門担当官がいて指示をしている。企業
の場合は，有害ごみの搬入を証明する書類を渡している。有害ごみにはペン
キ，自動車用バッテリー，洗剤，薬，他が含まれる。
不用品であるが十分に使用できる品物は，リサイクル専用の小屋に入れて
—  128  —
デンマーク・アルバーツルン市の廃棄物行政（長谷川）
写真 9　リサイクル・ステーションには，他の人に利用して欲しい品物を入れておく
コーナーを設置している。本，ぬいぐるみ，靴などの小型の品物を保管するコーナー。
（アルバーツルン市：2009 年 3 月）
写真 10　リサイクル・ステーションには，他の人に利用して欲しい品物を入れてお
くコーナーを設置している。ソファーやタンスなどの大型の品物を保管するコーナー。
（アルバーツルン市：2009 年 3 月）
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おき（写真 9・写真 10），欲しい人が無料で持ち帰る。リサイクル・ステーショ
ンを見学に来た子供たちには，欲しい物があったら持ち帰るように話してい
る。
唯一の問題は，ここから無料で持ち出したものを，どこかで売る人がいる
ことである。新しいテレビを購入したら，まだ見ることができる古いテレビ
を捨てる人が多く，持って来た人の手から古いテレビを奪い取って行くよう
なことをするケースがある。そのため，テレビはブラウン管に傷をつけて（写
真 11），商品価値を失うようにしている。
市民が週末に粗大ごみを持って来ると，その自動車の中にある物を盗む人
たちがいる。市の職員はその人たちの顔を知っているが，市民が被害を受け
ないようにするため，やむを得ず警備員を配置している。
写真 11　リサイクル・ステーションから家電製品などを持ち出して商売をしている
人たちの存在が問題になっている。持ち出しを防ぐために，テレビのブラウン管に傷
を付けている。（アルバーツルン市：2009 年 3 月）
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4-1　環境教育
イエンス・オーエ・イェンセン氏はリサイクリ・ステーションにおいて，
学校の準備クラスから中学校を卒業するまでのクラスを対象とした環境教育
を実施しており，その回数は 1 年間に約 15 回におよんでいる（写真 12・写
真 13）。
アルバーツルン市は 1 年に 1 回「環境にやさしい日」を設けている。その
日はリサイクル・ステーションで，コンポストや木片のチップそして昆虫を
無料で配布するため，約 1,500 人の人たちがイベントに参加している。エコ
バッグは，「環境にやさしい日」に集まった人に，お土産として渡している。
レジ袋を買わないために，エコバッグには「何度も利用して」という言葉を
繰り返しプリントしている。
ドナルドダックは，デンマークの子供たちに最も人気のあるキャラクター
である。子供たちの環境教育用として，ドナルドダックを主人公にした冊子
写真12　5歳と6歳の幼稚園児に，ごみとリサイクルの話をするイエンス・オーエ・イェ
ンセン氏（中央）。パネル（正面）や分別用戸棚セット（左側）を活用して，クイズ
形式で分かりやすい話をしている。（アルバーツルン市：2009 年 3 月）
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写真 13　幼稚園児にリサイクル・ステーションを案内するイエンス・オーエ・イェ
ンセン氏。児童たちと引率の教員は安全ジャケットを身に付けている。（アルバーツ
ルン市：2009 年 3 月）
を特別に作成している10）。ドナルドダックが，落ちているごみを拾ったりし
ている内容である。
「ごみの処理・昔と今」の冊子は，石器時代から始まって，昔の農業社会
や街ができ始めた頃の話，また，だんだん街が大きく発展していく状況を説
明している11）。クイズやゲームもある冊子である。
資料を配布しても，他の広告と一緒に捨てられたら意味がない。布巾は毎
日，使用するので，布巾に環境情報を印刷し配布している。
5　廃棄物処理費用
付加価値税を含む，年間の廃棄物取り扱い料金は，PCL が最も高額で
4052DKK，Ｓ／Ｋが 3098DKK，Ｃ／Ｋが 2290DKK，Ｓ／Ｔが 1937DKK，Ｃ
／Ｔが最も低額で 1698DKK である（表 1）。PCL は一戸建て住宅から収集す
るため，費用がかかる。
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表１　料金組み合わせ方法 2010　―　住宅
共通目的　―　一般管理
家庭のごみ 紙，ダンボー
ル，ガラス
粗大ごみおよ
び庭のごみ
危険ごみ リサイクルス
テーション
その他のシステ
ムおよび設備
PCL，S/K
C/K
C/T，S/T
PCL（ダンボ ルー
は別途）
S/K（地元ダン
ボール収集所）
C/K（ダンボール
用ミニコンテナ）
C/T，S/T（紙お
よびダンボール
地元収集所）
PCL
（分別済み粗大
ごみ，庭のごみ
およびつかみ機）
S/K
（地元収集所）
C/K
（地元収集所）
C/T，S/T
（地元収集所）
ごみ処理システ
ムは下記に依存
ごみ処理システ
ムは下記に依存
ごみ処理システ
ムは下記に依存
同一料金 ？？ 同一料金
出典：イエンス・オーエ・イェンセン氏のプレゼンテーション資料
筆者注）
PCL：一戸建て住宅。
S：市から各家庭に対して家庭ごみ（大型の紙袋），紙類，ガラス瓶を分別する分別
用戸棚セットが支給されている。
K：市による回収。
C：団地の中庭などに設置している大型コンテナ。
T：団地の中間回収までは，居住者・住宅会社・共同住宅などが自主的におこない，
市は中間回収の場から回収する
写真 14　庭の植栽ごみを歩道に積んで，クレーン車による回収を待っている。（アル
バーツルン市：2009 年 3 月）
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庭の樹木を伐採した大きな植栽ごみがあると，市はクレーン車を持って行
き，無料で回収している（写真 14）。このようなサービスは非常に喜ばれて
いるが，それに伴って経費がかかる。クレーン車の予約は，電話やインター
ネットでできる。このサービスをしている自治体は，デンマークでも非常に
少ない。
回収したごみを処理する費用は，ごみをどこから集めても同じであるが，
ごみを回収する段階で費用がかかっているため，回収に要する費用は異なる。
ごみの回収に関しては，最終的にノン・プロフィットでなければならない。
ある年に利益が出た場合は，翌年に市民が払う負担金を安くしている。
アルバーツルン市は現在，樹木が増えているので，庭の植栽ごみの量が増
えている。すなわち，伐採しなければならない樹木が増えている。
ごみ処理費用には，固定経費がある。これは人件費や施設の家賃であり，
情報活動費も含んでいる。プロジェクトや新しいシステムを導入するには，
それを浸透させるための経費が必要になる。集合住宅でプロジェクトを立ち
上げたり，デンマーク語が理解できない人たちが多く住んでいて，環境情報
を翻訳する必要が生じた場合は，市議会の承認を得て，予算を獲得する必要
がある。
ごみを回収するには，事務経費や作業衣などが必要になる。ごみを収集す
る経費は，ごみの最初の集め方によって違ってくる。基本的には，市全体で
均一であるが，その次になると住宅の形態，すなわち，一戸建て住宅か，集
合住宅かによって，異なってくる。
回収したごみを，どのように処分するかによっても経費が異なる。焼却す
るにも費用がかかるし，不燃ごみは埋め立て処分場へもって行かなければな
らない。
資源である紙類，ガラス類，ダンボールそして金属を売却すると，売却益
を得ることができる。これは世帯数で割って，均等に分配している。前述し
たＣ／ＴやＳ／Ｔは，ごみの種類と排出量が把握できているので，1DKK ま
で計算している。ごみ袋を使う所は，ごみ袋の販売代金が入ってくる。
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リサイクル・ステーションは，1 年間に 600 万 DKK の経費を要している（表
2）。600 万 DKK の 52％は，焼却に要する費用である。企業には 600 万 DKK
の 27％を課している。その代わり，リサイクル・ステーションへ持ってく
ることができる。市民は 600 万 DKK の 21％を負担している。
6　おわりに
ごみ焼却場の廃熱を利用して，発電している。また，廃熱を利用して，地
域熱供給システムを稼動しており，コペンハーゲン市の西部地域のほとんど
は，地域熱供給システムを導入している。不要な物を捨てるだけでなく，電
気と熱の生産があるということである。
地域熱供給システムについては基礎経費があり，これは一定に課している。
さらに，各家庭では測定器を付けて，熱の消費量を測定している。地域熱供
給システムの料金は，住民税と同様に，消費項目の中に水の使用量，熱の消
固定経費
・一般管理費
・作業機器
・プロジェクトお
よび情報
・条件付資金提供
・アジェンダ
センター
・清掃
収集経費
・一般管理費
・作業機器
・収集
・PCL
・S/K
・C/K
・S/T
・C/T
処理経費
・焼却経費
・ごみ収集所経費
・環境税
・再使用可能な材
質の売却
世帯あたり均等に
分割。ただし C /
K，S/T，C/Tは実
際 の 状 況 に し た
がって精算（重量
および荷降ろし）
世帯あたり均等に
分割
各システムにより
分割
大袋料金
・PCL
・S/K
・S/T
各システムにより分割
リサイクルステー
ション
・純6百万
・焼却歩合
・52％
・企業
・27％
・PCL，S/K，
C/K，S/T，C/T
・21％
出典：イエンス・オーエ・イェンセン氏のプレゼンテーション資料
表 2　現行料金組み合わせ方法　―　住宅
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費量などの明細が書かれている。
家庭で熱の消費量が分かることは，使い過ぎの家庭も一目瞭然で分かる。
市はその家庭に対して，熱を使い過ぎているが，どういう理由でそうなるの
か，何か改善の余地があるのか，などのアドバイスに出かけている。叱るの
ではなく，余分なお金を払っています，という内容で指導をおこなっている。
ごみについても同じように考えて，一世帯ずつではないが，ある地域で特
別に，ある種類のごみが多くなったら，その地域へ指導に行くことを考慮し
ている。
デンマークは 1960 年代に，労働力が非常に不足したため，トルコなどに
依頼して，移民を受け入れた経緯があり，移民の人たちは約 8％を占めてい
る。移民の人たちは都市の周辺地域に集中するため，コペンハーゲン市では
西部地域に集中している。コペンハーゲンの北の方は高級住宅地になってい
るので，政府は土地が空いていた西部地域に，集合住宅を建設したことに起
因する。アルバーツルン市は，その一角に位置する自治体である。
アルバーツルン市の廃棄物行政については，アルバーツルン市の廃棄物処
理に関する運営管理官であるイエンス・オーエ・イェンセン氏，ならびに，
廃棄物担当官のペア・フィッシャー氏から，詳細なご説明をいただいた。ま
た，両氏の他にヒュレスピイェレット集合住宅のごみと資源の管理責任者で
あるミカエル・カッソウ氏を含めて現地調査でご便宜をいただいた。ここに
感謝の意を表します。
本報告は，平成 20 年度国士舘大学政経学部特別研究費の助成を受けてお
こなった調査の一部である。
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